
広報

人　口 6,274人　（前月比＋13）

世帯数 2,504世帯（前月比＋14）

3,204人　（前月比＋7）男
3,070人　（前月比＋6）女

木曽岬町の人口と世帯数11月1日現在

【写真】 秋の文化祭（関連記事P2.P3）

12月号
2019

No.652

主な内容
秋の文化祭
町民体育祭
知事と1対1対談
年末・年始休業案内

野口みずきさん講演会
「可燃ごみ」減量のお願い
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5・4

9
15
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わたしたちの

　

１１
月
３
日（
日
）木
曽
岬
町
庁
舎
を
会
場
に
、
木
曽
岬
町

文
化
協
会
が
主
催
す
る
「
秋
の
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

木
曽
岬
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
文
化
協
会
に
加
盟
す
る
団

体
や
ボ
ラ
倶
楽
部
の
プ
ラ
モ
つ
く
ろ
ー
ぜ
会
、
輪
中
教
室

や
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
の
皆
さ
ん
に
よ
る
力
作
が
所

狭
し
と
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
ホ
ー
ル
の
舞
台
で
は
小
学
５
年
生
に
よ
る

合
唱
や
合
奏
を
皮
切
り
に
、
文
化
協
会
の
皆
さ
ん
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
工
作
体
験
教
室
や
、
舞
台
出
演
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
踊
り

な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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１０
月
２０
日（
日
）町
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
〝
町
民

体
育
祭
〞
が
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
様
々
な
競
技
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
通
じ
て
多
く
の
方
が
笑
顔
に
な

れ
た
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
恒
例
の
地
区
対
抗
種
目
も
地
区
と
地
区
と

の
意
地
が
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

会
場
は
声
援
や
拍
手
で
大
い
に
盛
り
上
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
地
区
対
抗
種
目
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

と
お
り
で
す
。

わたしたちの

で楽しもう体育祭！！～

準優勝　新富田子
第３位　上  藤  里

アジャタ

第　

２　

栄

上　

見　

入

新 

富 

田 

子

東 

富 

田 

子

西 

白 

鷺 

川

松　
　
　

永

下　

和　

泉

脇　
　
　

付

西 

対 

海 

地

上　

和　

泉

小　

和　

泉

加　

路　

戸

上　

藤　

里

な 
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さ 

台

源　
　
　

緑

栄 近　

江　

島

富　

田　

子

優勝 松　永
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第56回

～令和初年！ 一致団結

準優勝　南　　栄
第３位　西対海地
　　　　上和泉Ａ

地区対抗綱引き地区対抗種目成績表
種　　目 順 位 結　果チ  ー  ム  名

優 勝

準優勝

第３位

優 勝

準優勝

第３位

優 勝

準優勝

第３位

優 勝

準優勝

第３位

56回

54回

53回

2分12秒65

2分18秒11

2分17秒24

2分23秒46

2分24秒25

2分28秒16

1分47秒57

1分47秒61

1分53秒60

栄

下和泉

田代

源緑

富田子

第２栄

ひまわり子供会

こパンダ会

白藤美子ども会

下和泉

田代

栄

地 区 対 抗
大 縄 跳 び

ジ ュ ニ ア
リ レ ー

地 区 対 抗
ワープリレー

地 区 対 抗
リ レ ー

下 

和 

泉 

Ａ

名　
　
　

西

小　

和　

泉

富　

田　

子

栄下　

藤　

里

上　

藤　

里

松　
　
　

永

外　
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喜
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付
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江　

島

中　

和　

泉
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和 

泉 

Ｂ
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さ 

台
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鷺

上 
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泉 

Ａ
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田 

子
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泉 
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源　
　
　

緑
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路　

戸
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＆
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員

田　

代　

Ｂ
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子

田　

代　

Ａ
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地
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　10月30日、鈴木英敬三重県知事と加藤隆町長による１対１対談が、
庁舎会議室において開催されました。
　冒頭、町長から鍋田川右岸堤の耐震対策や干拓地への企業誘致の推
進に対する知事への感謝の言葉で始まり、その後町の行政課題である
防災対策や町内に点在するヤードの問題など全３項目について意見が
交わされました。
　なお、対談の模様は三重県ホームページに掲載される予定です。

知事との1対1対談

•今回はいなべ市へのバスによる広域避難訓練と広域避難講演会を実施した。今後は避難する側
　とされる側の温度差が出ないよう訓練を重ねていくことが大切。訓練に際し県も積極的な役割
　を果たしていきたいと思います。
•防災減災国土強靭化の予算が令和2年度までとなっていますので、予算の確保や取組の拡充に
　ついて、県としてもしっかりと要望していきます。

防災対策について
•本年９月にスーパー伊勢湾台風を想定した広域避難訓練が当町を主会場に県と合同で
　実施された。情報の的確かつ迅速な伝達訓練など国・県や気象台との連携が必要と考
　えますが、今後はどのような訓練を展開していく予定か。
•堤防の耐震化を促進するよう、県からも関係機関に強く要望してほしい。

知事の回答

対談項
目

11

•排水機場の基準の見直しや定額補助の延長について、国等に対し引き続き要望していきます。
•全国でも県営移管の事例はないが、現在改定作業を進めている「三重県農業農村整備計画」に
　おいてしっかりと議論し、計画的な改修等に向け取り組んでいきます。また、修理補修等の経
　費については県営基盤整備事業により今後も事業継続をしていきます。

農業用排水機の県営移管等の検討について
•近年の豪雨に対応するため、排水機場の基準見直しを。
•農業排水機場の県営移管の検討もしくは管理運営費用の支援を。

知事の回答

対談項
目

22

•三重県・県警それぞれが立入検査を行ったと
　ころ法令違反はなかったが、今後は環境や盗
　難防止の観点も含め他県の条例を参考に研究
　していきたい。

特定自動車部品のヤード内保管に
対する（県条例化）の検討について
•急増するヤード内保管場所を抑制するため、
　県による条例化を。

知事の回答

対談項
目

33
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きそさき
INFORMATION

年末・年始の役場などの施設や各種業務の休業は下記のとおりです。
休み期間中は、町民の皆さまに何かとご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

年末・年始休業のご案内

年末・年始　医療機関の休日診療のご案内
診 療 日 住 所 電　　話 診療時間医療機関名

内

科

歯

科

0594－21－9916桑名市鍛治町9

12月30日㈪
12月31日㈫
1月  2日㈭
1月  3日㈮

桑名市応急診療所
（桑名市ふれあいプラザ内）

午前9時30分
　～正午
午後1時
　～午後4時

12月30日㈪

12月31日㈫

1月  2日㈭

1月  3日㈮

医療法人髙阪歯科医院

ツボイ歯科

きたか歯科

ごとう歯科クリニック

Toki Dental Clinic

さくら矯正・歯科クリニック

むつみ歯科クリニック

森歯科クリニック

桑名市大字額田1622-6

員弁郡東員町笹尾東2-3-13

桑名市福島新町16

桑名市桑栄町1-1 サンファーレ南館1F

桑名市有楽町25番地 第2アズマヤビル1階

桑名市桜通41-1

桑名市大央町48-5 第2大和ビル2F

いなべ市藤原町下野尻419

0594－31－7868

0594－76－3858

0594－23－3154

0594－22－5103

0594－23－2284

0594－27－1881

0594－21－9399

0594－46－4103

午前9時
～正午

※桑名広域清掃事業組合（リサイクルの森）では、12月29日（日）、直接搬入を受け入れしています。
※年末は、し尿収集業者が大変混雑しますので、収集希望の方は12月19日（木）までに㈱コスモ（☎0594-22-2211）に
　ご連絡ください。

役 場

福祉・教育センター

図 書 館

保 健 セ ン タ ー

町 体 育 館

文 化 資 料 館

北 部 公 民 館

ご み 収 集 業 務

し尿・浄化槽汚泥収集業務

火 葬 業 務

12月28日（土）～令和2年1月5日（日）
※出生届、死亡届、婚姻届など戸籍関係の届出は、宿日直者によって受付けます。

12月28日（土）～令和2年1月5日（日）

12月28日（土）～令和2年1月6日（月）

12月29日（日）～令和2年1月4日（土）

12月28日（土）～令和2年1月4日（土）

12月31日（火）～令和2年1月5日（日）
※別添折込みチラシをご覧ください。

令和2年1月1日（水）

12月28日（土）～令和2年1月5日（日）
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Ｎ
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住民票とマイナンバーカードに旧姓（旧氏）が
併記できるようになりました

「三重県シルバーの日」 ボランティア活動実施
　10月26日、木曽岬町シルバー人材センターの会員
の皆様によるボランティア活動が行われ、庁舎周辺の
草刈・剪定を行って頂きました。
　当日は約20名の会員の皆様が鎌や剪定ばさみを手
に、丁寧に作業をしていただきました。
　紙面をもって厚くお礼を申し上げます。

令和元年11月5日から住民票とマイナンバーカードに旧姓（旧氏）が併記できるようになりました。

旧姓（旧氏）併記はこんなときに役立つ！

こんなとき
に！

こんなとき
に！

各種の契約や銀行口座の名義に
旧姓が使われる場面で、その証明に使えます。

就職・転職時など、
仕事の場面でも旧姓で本人確認ができます！

　住民票に旧姓を併記するための請求手続きが必要となります。住民票に旧姓が併記されると、マイナンバー
カードや公的個人認証サービスの署名用電子証明書にも旧姓が併記されます。また、印鑑登録も旧姓でできる
ようになります。

旧姓（旧氏）を併記するためには、どうしたらいいの？

　その人の過去の戸籍上の氏のことです。氏はその人に係る戸籍、または除かれた戸籍に記載されています。
旧氏とは？

●問合せ先／役場住民課　☎68－6103

旧姓併記のための請求手続は2段階！

STEP 1
旧姓が記載された

戸籍謄本等を用意しましょう

STEP 2
用意した戸籍謄本等と一緒に

マイナンバーカード（通知カード）を
持って、現在お住まいの
市区町村へ行こう！①本籍地の市区町村に請求か

②郵送で取り寄せる

用意ができたら
提出しよう！
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「可燃ごみ」の減量についてのお願い
　平成30年度に町で回収されたごみ量は約1,102
トンでした。
　そのうち可燃ごみは約932トン、全体の約85％
を占めています。
　ごみ処理施設であるリサイクルの森に搬入され
る「可燃ごみ」のごみ質を分析調査したところ、紙・
布類が約45％、次いで厨芥類（生ごみ）が約24％、
ビニール・樹脂・皮革類が約15％含まれていま
した。

都市計画の変更に関する説明会
　町では都市計画の用途地域変更にあたり、下記
の日程により説明会を開催いたします。
　なお、事前の出席報告は不要で、どなたでもご
参加いただけます。

変更の対象となる地域：中和泉地区の一部
　　　　　　　　　　　西対海地地区の一部
●日　　時／ 12月14日（土）午前10時～
●場　　所／庁舎4階会議室
●問合せ先／総務政策課　☎６８－６１００

　また、町では、家庭から排出される生ごみの減
量化のため、家庭用の生ごみ処理機及びコンポス
ト容器購入者に対し、補助金を交付しています。
　積極的に活用し、生ごみの減量化にご協力をお
願いします。

●対  象  者／木曽岬町に住民登録されている方
　　　　　　（前回の交付決定の日から7年以上
　　　　　　経過後に２回目の申請ができます）
●申請方法／領収書を添付の上、申請書を役場住
　　　　　　民課に提出してください。
　　　　　　（申請書は町のＨＰからもダウンロ
　　　　　　ードできます）
●問合せ先／住民課　☎６８－６１０３

①紙類は資源ごみとして分別しましょう。
　新聞紙、チラシ、雑誌雑紙、飲料用紙パック、段ボール類は「資源ごみ」としての回収にご協力お願いします。
②厨芥類（生ごみ）は水切りをしましょう。
　厨芥類（生ごみ）のうち約80％は水分です。仮にこの水分の10％を減らすことができれば、約17トン減る
　ことになります。
　厨芥類（生ごみ）の水分を減らせば、ごみの減量や処理費用の軽減につながるだけでなく、ごみ袋からの汁
　漏れや臭いの発生を抑制するなど、衛生面でも効果がありますので、「厨芥類（生ごみ）」を出す前のひと
　絞りにご協力をお願いします。

紙・布類 45%

厨芥類 24%

ビニール・
樹脂・皮革類 15%

木・竹・
わら類 6%

不燃物類 4%
その他 6%

平成30年度「可燃ごみ」ごみ質分析の1年間の平均グラフ

可燃ごみを減らすために

種類 電気式生ごみ処理機 コンポスト容器
１台／回 ２基／回

上限 20,000円 上限 4,000円／基
申請できる台数
補助金額

※いずれも購入金額の1/2以内となります。
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戦没者追悼式で冥福祈る

木曽川をきれいにしました！
　10月27日（日）、グルービーパーク木曽川など木曽
川河川敷一帯の３箇所において、“川と海のクリーン
大作戦”を実施しました。
　この活動は国土交通省と木曽三川下流域を中心とし
た河川及び海岸の沿線市町村が呼びかけ人となって、
ゴミを拾うという美化活動を通じて環境問題への意識
啓発を図るとともに、住民と行政が一体となり活動を
行うことで、地域連携による「協働管理」を推進する
ものです。
　当日は、老人クラブ連合会をはじめ周辺企業や地域
住民の方、約50人にご参加いただき、上流から流れ
着いたゴミなどを熱心に回収していただきました。
　ご参加いただきましたみなさん、ありがとうござい
ました。

戦没者追悼式で冥福祈る
　11月17日（日）、先の大戦における戦没者に対し追悼の誠を捧げるとともに、平和を祈念
するため、木曽岬町民ホールにおいて戦没者追悼式が開催されました。
　町長の式辞にはじまり、一同の黙とう、ご臨席賜り
ました来賓の方々から追悼のことばをいただき、また、
恒久平和を祈念して中学生代表からは誓いのことばの
発表もありました。
　最後に、来賓、ご遺族並びに中学生の皆様に献花を
していただき御英霊を偲びました。
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海
南
病
院
で
は
１２
月
２８
日
か
ら
１

月
３
日
ま
で
の
年
末
年
始
の
連
休
中

に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を

行
い
ま
す
。
連
休
中
も
急
患
の
方
は

診
察
い
た
し
ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム
が

完
全
に
停
止
す
る
１２
月
３０
日
の
昼
１２

時
か
ら
１
月
１
日
の
昼
１２
時
ま
で
の

間
は
、
安
全
な
医
療
の
提
供
が
困
難

と
な
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
診
察
を

停
止
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
右
記
の
時
間
以
外
も
更
新

作
業
の
影
響
に
よ
り
待
ち
時
間
が
非

常
に
長
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ

ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
海
南
病
院　
企
画
室

　
　
☎
６
５
│
２
５
１
１

【
採
用
種
目
】

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
及
び
女
子
）

●
採
用
試
験
日

　
⑴
１２
月
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

　
　
１２
月
１５
日

　
⑵
令
和
２
年
１
月
自
衛
官
候
補
生

　
　
採
用
試
験

　
　
令
和
２
年
１
月
１９
日

●
受
付
期
間

　
随
時
受
付

●
受
験
資
格

　
１８
歳
以
上
３３
歳
未
満
の
健
康
な
男

　
子
及
び
女
子

●
試
験
会
場

　
受
付
時
に
案
内

【
採
用
種
目
】

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

●
受
付
期
間

　
一
般　
１１
月
１
日

　
　
　
　
〜
令
和
２
年
１
月
６
日

●
受
験
資
格

　
一
般　
男
子
中
卒（
見
込
を
含
む
）

　
　
　
　
１７
歳
未
満
の
者

●
採
用
試
験
日

　
一
般

　
一
次
試
験　
令
和
２
年
１
月
１８
日

　
二
次
試
験　
令
和
２
年
１
月
３１
日

　
　
　
　
　
　
〜
２
月
３
日

●
試
験
会
場

　
一
般　
三
重
県
四
日
市
庁
舎

　
　
　
　
（
三
重
県
）
予
定

　
　
〒
５１０
│
００７４　
三
重
県
四
日
市
市
鵜

　
　
の
森
１
│
１４
│
１１（
阿
部
ビ
ル
２
Ｆ
）

　
　
自
衛
隊
四
日
市
地
域
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
１
│
１
７
２
３

　
　
受
付
時
間

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
自
衛
官
募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
０
１
２
０
│
０
６
３
│
７
９
２

　
　
受
付
時
間

　
　
正
午
〜
午
後
８
時（
年
中
無
休
）

　
三
重
北
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、

令
和
元
年
１０
月
１
日
か
ら
「
Ｎ
ｅ
ｔ

１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
運

用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
と
は
、
聴
覚
や
言
語
機
能
の
障
害

に
よ
っ
て
音
声
で
の
会
話
が
困
難
な

方
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
１
１
９

番
通
報
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
い
つ
で
も
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
通

報
場
所
を
管
轄
す
る
消
防
本
部
へ
、

音
声
に
よ
ら
な
い
通
報
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

ご
案
内

※

２
０
２
０
年
１
月
１４
日
午
後
１１
時

　
５９
分
に
Ｅ
メ
ー
ル
１
１
９
は
停
止

　
い
た
し
ま
す
。
登
録
の
方
は
「
Ｎ

　
Ｅ
Ｔ
１
１
９
」
へ
事
務
移
行
を
お

　
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
桑
名
市
消
防
本
部
通
信
指
令
課

　
　
（
三
重
北
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
）

　
　
☎
０
５
９
│
３
２
５
│
３
１
１
９

　
　
FAX
０
５
９
│
３
２
５
│
３
１
１
８

　
　
メ
ー
ル

　
　

shsireim
@
city.
kuw

ana.lg.jp

問

通報イメージ

GPSで居場所を特定

① 種別 ② 場所 ③ 通報 ④ チャット
指令センター

問

問
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院
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に
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て
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等
）

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ



12広報きそさき　2019.12.1

大会結果報告

教育委員会
☎68-1617

問合せ先

　10月27日（日）“名張市武道交流館いきいき”において、標記の
大会が開催されました。
　県内各地区から選抜された小学生～一般の選手による団体戦で
競技は行われ、桑名地区（木曽岬町・桑名市）として木曽岬柔道
教室から、上野涼介さん（小学６年：小和泉）、松永理瑚さん（中
学３年：雁ヶ地）が代表として出場されました。
２人の活躍もあり、桑名地区は第３位という輝かしい成績を収め
られました。
　今後の更なる活躍を期待しています。

▼みえスポーツフェスティバル2019
　柔道　第3位！！

　図書館では、11月６日から11月27日まで地域交流
スペースにおいて「川村隆夫氏絵画展～欧州の古都を描
く～」を開催し、11月10日（日）には川村氏に
よるギャラリートークを開催しました。
　トークでは、欧州での制作活動につい
て、エピソードを交えて楽しくお話し
され、時折笑いもある和やかな雰囲気
でした。また、参加された方は、絵の制
作について熱心に質問されてみえました。

川村隆夫氏絵画展　～欧州の古都を描く～
ギャラリートーク開催

成人式のご案内成人式のご案内成人式のご案内
　二十歳を迎え、新しく大人の仲間入りをされる皆さま方をお祝いするため、下記のとおり
令和2年の成人式を開催しますので、ご案内申し上げます。
　なお、当日は式典に引き続き出席者全員の記念写真を撮影します。

●対  象  者／（平成11年4月2日～平成12年4月1日生まれの方）
　　　　　　① 現在木曽岬町在住の方
　　　　　　② 木曽岬中学校を卒業された方で、現在本町以外の市区町村にお住まいの方
　　　　　　※①、②以外の方は、教育委員会にお問い合わせいただきますようお願いします。
●日　　時／令和2年1月11日（土）　午前10時30分から
●場　　所／木曽岬町民ホール
●問合せ先／教育委員会　☎68－1617
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「おすすめの本」紹介カードづくりで読書推進「おすすめの本」紹介カードづくりで読書推進
シリー

ズ“木曽岬町ならでは”の教育推進重点項目「オリジナル５」「オリジナル５」「オリジナル５」
～新たな教育方針に基づく取組の充実をめざして⑨～

　今年度、新たに本町の「こども園・学校教育方針」を策定し、時代の変化に対応した子どもたちの
学びを確かなものにしていきたいと考えています。（詳細は、HPをご覧ください。）
　この新たな教育方針の中でも、特に子どもたちの健全な育成を力強く推進するために“木曽岬町なら
では”の「オリジナル５」を重点項目として位置づけ、施策展開しています。
　「学びの、その先へ」。園や学校で学んだことが、明日、そして将来につながるように、実効性のある
教育へと進化させていきます。
　12月号では、中学校の取組についてご紹介します。

“木曽岬町ならでは”の教育推進重点項目「オリジナル５」
Ⅰ　信頼される園・学校づくりに向けたコミュニティ・スクールの充実 〈　Ｃ　Ｓ　〉
Ⅱ　園・小中学校の連携を強化し、子どもが主体的に学びに向かう保育・教育の実現 〈保育・学力〉
Ⅲ　グローバル化に対応した英語教育・国際理解教育の推進 〈英語教育〉
Ⅳ　地域への愛着と誇りを育む郷土教育の推進 〈郷土教育〉
Ⅴ　園・学校図書室と町立図書館を活用し、家庭と連携した子どもの読書活動の推進 〈読書活動〉

　中学校では、読書活動推進の取り組みとして、毎朝
８：30から８：40までの10分間を読書の時間（３年
生は受験に向けた学習の時間）に設定しています。生
徒たちは、自分の読みたい本を持ってきたり、学級文
庫の本を借りたりして静かに集中して読書をしていま
す。学校生活の最初の10分間が読書の時間になって
いるので、この時の集中力が後の授業にも良い影響を
及ぼしていると感じています。
　他にも、全校の取り組みとして「おすすめの本」紹
介カードを作りました。紹介カードには生徒が自ら描
いた絵と紹介文が書かれています。本の概要を書いた
り、面白い部分を書いたり、どんなところに惹かれた
かを書いたり等、書き方は様々ですが、どれも本の魅
力を伝えようとするものばかりでした。
　10月29日の集会で、紹介カードの入選者を表彰し
ました。表彰の後、入選者の中から各学級の代表がプ
ロジェクターで映しながら、本の紹介をしました。ど
の作品も、なぜこの本がお勧めなのかがよくわかる内
容でした。また、説明の仕方（読み方）も上手だったので、
十分にその本の魅力を発信できたと思います。
　発表した生徒たちのカードの内容や発表の仕方を見
ていると、どんなことを伝えるとわかりやすいか、ど
うやって表現するすると伝わりやすいかをしっかりと
考えていることがわかりました。これも日頃から読書

に親しむ習慣が身に付いているからだと思います。
　入選者の「おすすめの本」紹介カードは、図書室前
に掲示してあります。この紹介カードを見て、紹介さ
れている本を読んでみようと思う生徒も少なくありま
せん。
　木曽岬中学校では、今後も読書活動推進の取り組み
を継続させ、生徒たちが本に親しむ習慣を身に付けて
くれることを期待しています。
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　カレンダーも残すところ、あと一枚になりました。クリスマスやお正月などの楽しい行事も待っ
ていますが、「忘年会」「歳末セール」「おせち予約」などの看板を見るだけで、誰もが急ぎ足になっ
てしまいそうです。そんな年の暮れ、図書館ではクリスマスを楽しむ本、スムーズに年末仕事を済
ませるヒント、お正月料理などに役立つ本などを多数紹介しています。「終わりよければすべてよし」
一年間の仕事を、すっきり終わらせ、清々しくお正月を迎えたいものですね。

●問合せ先／町立図書館　☎40-9010　HP：http://kisosaki-library.net/
◎開館日　火～木…午前10時～午後6時　　金…正午～午後8時　　土・日・祝…午前9時～午後5時

本に関する豆知識を
紹介する

新コーナーです。

　今回は「木曽岬町立図書館」ならではのこだわりや取り組みをお伝えします。
　入口を入ってすぐ右のスペースは、【メインコーナー】その月のテーマに沿った本を紹介。【児童コ
ーナー】【サブコーナー】は、カウンター前の回転棚や閲覧テーブル上で同じくその月のテーマの本
を紹介しています。公共図書館では珍しい取り組みとしてコーナーの本にコメントカードをつけて紹
介をしています。紹介文をみて「この本読んでみようかな」と、思っていただければ幸いです。本棚
の空いているスペースにも、コメントカードで本の紹介をしていますのでぜひ参考にしてください。
　新着本コーナーはカウンター前の本棚の最前列、スノコ状の棚に表紙が見えるようにディスプレイ
しています。入荷した月から2カ月分の新着本が置いてあります。
　利用者さんから、本を読みたいけど、どんな本がいいか迷うというお声もお聞きします。コメント
カードを参考にしていただく以外にも、スタッフに気楽にお声掛けください。お好みの本を探すお手
伝いをさせていただきます。
　何度も足を運んでいただく利用者さんも増えました。会話の中、面白かった本の話を聞くことも多
いです。利用者さんから本を教えていただくことも多く、勉強になります。
　当館は小さな図書館ですのでその分ひとりひとりの利用者さんとのお付き合いを大切にしたいと思
っています。利用者さんと作り上げていく図書館としてたくさんのお声を反映させていきたいです。
ご意見ご希望をお聞かせください。

【メインコーナー】　クリスマス・お正月
【児童コーナー】　　じんけんをかんがえよう
　　　　　　　　　（今月は児童・サブコーナーと合併です）
【郷土文化交流スペース：12月の展示予定】
　　　　　　　　　人権週間人権フォト展・柳原さん作品展示
【イベント案内】　　12/22（日）　11：30～／ 14：00～（20分程度）　司書よる読み聞かせ
　　　　　　　　　12月中（開館中随時）クリスマスクイズ開催　　
　　　　　　　　　館内に貼ってあるクイズ正解でプレゼント進呈（なくなり次第終了）

●特集・展示のご案内
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体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ソフトバレーボールやファミリーバドミントンなどを実施して
いますのでぜひ体育館へお越しください。
22日㈰　午後1時～午後4時

8日㈰　午前9時～午後4時　　22日㈰　午前9時～正午

化資料館文
◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

部公民館北
◎開館日
　火～日（祝日を除く）
　午前8時30分～午後5時

教育関連施設
開館日のお知らせ

金メダリストがやってきた！金メダリストがやってきた！金メダリストがやってきた！
～ 女子マラソン　野口みずきさん講演会開催 ～

　2019年度オリンピック・
パラリンピック・ムーブメ
ント全国展開事業の一環と
して、今年度教育推進の指定

を受けている木曽岬小学校で、11
月8日（金）にアテネオリンピック女子マラソン
金メダリスト野口みずきさんの講演会が開催さ
れました。
　この事業は、「東京2020」を来年に控え、
オリンピック・パラリンピック教育を通して、
スポーツに対する興味・関心を高めたり、規範
意識の涵養や国際・異文化の理解を深めたりし
て、オリンピック・パラリンピック・ムーブメ
ントを推進していくことを目的とするものです。
推進校である木曽岬小学校は、これまでに運動
会の種目名をオリンピック風にしたり、学校図
書館にオリ・パラコーナーを設けたり、また廊
下には野口さんのストライド走法の一歩の長さ
がわかる足跡を記したりして、東京オリ・パラ
の機運を高めてきました。
　そして、待ちに待った野口さんとの対面とな
ったこの日の講演会では、野口さんから小学校
の頃の夢がヘアメイクアーティストだったこと
や陸上競技を始めたきっかけは友人に誘われた
こと、少しずつ目の前の目標をクリアして記録
が伸びていったことなどをお話していただきま
した。そして、アテネオリンピック前には1 ヶ

月に1,350kmを走破したことなど、金メダル
獲得の裏には壮絶な練習があったことも明かし
てくれました。「走った距離は、裏切らない」。
野口さんの好きなその言葉の重みに、子どもた
ちも神妙な顔で聞き入っていました。
　講演会の後には、野口さんと子どもたちの
「5分間追いかけっこ」を行い、次々にタッチ
していく野口さんのスピードに圧倒され、会場
は大いに盛り上がりました。
　野口さんは繰り返し言います。「夢は心の中
で信じていれば近づいてきます。好きなことを
見つけてコツコツと努力を重ねていってくださ
い」。野口さんの情熱と素敵な人柄に触れるこ
とができ、大きなエネルギーとたくさんの笑顔
をいただきました。
　小学校では、今後もキッズオリンピック大会
等を開催し、「東京2020」の機運を盛り上げ
ていきます。
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④ 施設実習
　 県内の乳児院または児童養護施設で、2日間の実習を受けます。
⑤ 審査・登録
　 県社会福祉審議会児童福祉専門分科会での審査により、里親として適当と認められ、かつすべて
　 の研修を修了された方について、知事が里親として認定し里親名簿に登録します。

子どもを家庭に迎えるにあたって…
　児童相談所は子どもの条件や里親の状況等を考慮して、子どもにとって最適な環境と里親過
程を選びます。その後、面会、外出、外泊等のステップを経て、子どもの養育を委託します。

オレンジリボンツリーの展示を行いました。オレンジリボンツリーの展示を行いました。
・・・メッセージのご協力ありがとうございました・・・

　「11月の児童虐待防止推進月間」の啓発活動の一環として、今年度も
三重県内の各市町で「オレンジリボンツリー」の展示を行っており、木
曽岬町においても11月末日まで庁舎１階のロビーで「オレンジリボン
ツリー」を展示しました。短冊へのメッセージのご協力をありがとうご
ざいました。

　また、木曽岬町こども相談センターでも、保健師の育児相談や心理士によるカウンセリング
も行っていますので、育児の不安やストレスを感じた方はまずはお電話を・・・

※１８９は児童相談所全国共通ダイヤルです。お住まいの地域の児童相談所に自動でつながります。
　一部のIP電話からはつながりませんのでご注意ください。

●虐待かもと思ったら、
　児童相談所全国共通ダイヤル｢1８９｣番へ！

１８９（いちはやく）　ちいさな命に　待ったなし
（令和元年度「児童虐待防止推進月間」最優秀標語）

木曽岬町こども相談センター（68－6119）
又は

北勢児童相談所（059－347－2030）
夜間・緊急（059－347－2052）

いちはやく

●利用できる日／月曜日の午前・午後、火曜日～金曜日の午前
●12月の子育てサロンのお休み
　11日㈬、13日㈮、16日㈪午後、土・日曜日および祝日

子育てサロン
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こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

「里親制度」を知っていますか？

「里親」を知っていますか？

　保護者の病気や養育困難、または保護者がいないなど様々な事情で自分の家庭で暮らせない子ども
たちを家庭に迎え入れ、養育にあたる方を「里親」といいます。

里親登録までの基本的な流れ

① 相談
　 里親登録を希望される方はまず児童相談所にご相談ください。
　 里親制度について詳しく説明します。
② 研修
　 基礎研修及び認定前研修（計3日間）を受講します。
③ 家庭訪問調査
　 児童相談所の職員が家庭訪問等により家庭状況をお伺いします。
　 振り返り面談を行い、要件を確認したうえで、里親認定申込書を
　 提出します。

里親の種類

　保護者と生活ができるようになるまで、または
自立して生活できるようになるまで（原則18歳
まで）養育する里親です。養育期間は、1ヶ月未
満の場合もあれば、数年間の場合もあります。

養育里親

　虐待を受けた子ども、非行傾向のある子ども、
障がいのある子どもなど、特に専門的な支援が必
要な子どもを養育する里親です。

専門里親

　保護者が死亡、行方不明等により、子どもを養
育することができなくなった場合に、子どもの扶
養義務者である親族（祖父母等）が子どもを養育
する里親です。

親族里親

　養子縁組によって養親となることを希望する里
親で、養子縁組が成立するまで里親として養育し
ます。

養子縁組里親

里親制度は、健やかな育ちの場を必要とする
“子どものための”制度です。
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ミーポ君
■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

年末・年始特別警戒の実施

町内10月の交通事故
●件数／11件（115件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／0人（15人）

（　　）…平成31年累計

実 施 期 間

令和元年12月1日（日）～令和2年1月10日（金）までの間

年末年始は、 
◆子ども・女性を対象とする犯罪や空き巣・忍込み等の犯罪
◆金融機関や深夜営業店舗に対する犯罪
◆交通事故
などが発生しやすくなります。
　桑名警察署では、事件や事故を未然に防止し、又は犯人を早期に検挙するため、警戒や
検問などを行います。
　職務質問や検問など警戒活動へのご協力と、不審者（車）を見かけた際の通報をお願いし
ます。

年末の交通安全県民運動
実 施 期 間

12月1日（日）～12月10日（火）まで

【重点】 1　高齢者と子どもの交通事故防止
 2　シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
 3　横断歩道における歩行者優先の徹底
 4　飲酒運転の根絶

【三重県飲酒運転ゼロをめざす推進運動の日】 12月 1日（日）
【横断歩道における歩行者保護強化日】 12月 2日（月）
【自転車安全対策強化日】 12月 2日（月）
【シートベルト着用徹底強化日】 12月 9日（月）

●警察安全相談電話　「＃9110」 「059－224－9110」

●桑名警察署　　　　 「0594-24-0110」
（平日の午前9時～午後5時まで）
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12月の納付
●固定資産税（12/25納期限） …………… 第３期分
●国民健康保険料（12/25納期限） ……… 第６期分
●後期高齢者医療保険料（12/25納期限）   第６期分
●水道料金・下水道使用料（12/25納期限）   Ａ地区
●こども園保育料（12/27納期限） ………… 12月分
●学校給食費（12/16納期限） ……………… 12月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！

月カレンダー12

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  2日・  5日・  9日・12日・16日
19日・23日・26日・30日

毎週火・金曜日
  3日・  6日・10日・13日・17日
20日・24日・27日・30日

毎月第１・第３水曜日
4日・18日

毎月第２水曜日
11日

毎月第４水曜日
25日

毎週水曜日
4日・11日・18日・25日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 22日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

福祉健康課 68－6104
住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

保健センター 68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課

産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

主 な 行 事 備 考場 所 時 間

4 ㊌•転倒予防教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

20㊎•育児相談 保健センター 午後1時30分～午後3時 要予約☎68-6119

27㊎•発達相談 保健センター 午前9時30分～午後3時 要予約☎68-6119

12㊍•すくすくひろば 保健センター 午前10時～午前11時30分

22日•日曜役場 役場　住民課・税務課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

5 ㊍
•大人カウンセリング
•集団フッ素塗布
•1歳半健診・3歳児健診

保健センター
保健センター
保健センター

要予約☎68-6119午前10時～午前11時
午後1時30分～午後2時30分
午後1時15分～午後2時30分

19㊍
•カウンセリング
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬

保健センター
福祉・教育センター

要予約☎68-6119
要予約
☎059-359-7280

午後3時30分～午後4時45分
午前9時30分～午前11時30分

9 ㊊•音楽療法（子育てサロン） 福祉・教育センター集会室 午前10時30分～午前11時30分

24㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター会議室 午後1時30分～午後3時

10㊋•のびのび指導室•母乳相談
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前9時30分～午前10時30分
午前10時～午前11時

18㊌•転倒予防教室•こころの健康相談
保健センター
福祉・教育センター 要予約☎68-6119

午後1時30分～午後3時
午後1時30分～午後3時30分

17㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬こども園 午前9時30分～午前11時30分

25㊌•人権・心配ごと・行政相談 福祉・教育センター 午前9時～午前11時30分
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広
報

木曽岬町は、地球温暖化対策の一環として『緑化の推進』に取り組みます。
環境保全のため、再生紙を使用しています。

■発行／木曽岬町役場　〒498-8503 三重県桑名郡木曽岬町大字西対海地251番地
■編集／議会事務局　☎（0567）68-6108  FAX（0567）66-3111
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【写真】 知事 木曽岬農業センターを視察


